
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２１年２月３日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

学 長 挨 拶 

発 表 事 項 

１．大学教育の国際化加速プログラム（海外先進教育研究実践支援） 

特別講演会開催について 

２．留学生による日本語発表会の開催について 

３．県民と外国人留学生との交流会の開催について 

４．産学官連携セミナーの開催について 

５．理学部と山形工業高等学校の高大連携事業に関する協定締結について 

お 知 ら せ 

１．平成２１年度山形大学個別学力検査等の取材について 

２．工学部と東根市内企業・東根工業高校との意見交換会の開催について 

３．農学部と鶴岡工業高等専門学校との学術交流に関する協定締結について 

４．附属特別支援学校「ハートバザー」の開催について 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：２月１７日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）



プ レ ス 発 表 資 料 

平成21年2月 3日 
山 形 大 学 

平 成 ２ ０ 年 度 大 学 教 育 の 国 際 化 加 速 プ ロ グ ラ ム 

（ 海 外 先 進 教 育 研 究 実 践 支 援 ） 

特別講演会の開催について 

山形大学では、平成２０年度文部科学省「大学教育の国際化加速プログラム」の 

採択をうけて「協働する教育改善マネジメント・サイクル」と題して、教員・職員・ 

学生が協働する国際通用性の高い学生支援システム、海外調査・研究に取り組んで 

います。 

この度、 このプログラム事業の一環として別紙パンフレットのとおり特別講演会 

を開催します。（講 演 に は、 全 て 逐 次 通 訳 を 配 置い た し ま す 。 ） 

１．特別講演会の概要 

テ ー マ ： 「協働する教育改善マネジメント・サイクル」 

～ 教員、職員、学生が協働する国際通用性の高い学生支援システムの実現～ 

【 第 １ 回 】 

日 時 ： 平 成 ２ １ 年 ２ 月 １ ０ 日 (火 )１ ４ ： ０ ０ ～ １ ７ ： １ ０ 

会 場 ： 山 形 大 学 小 白 川 キ ャ ン パ ス 事 務 局 第 １ 会 議 室 

講 演 会 タ イ ト ル ： 大 学 寄 附 募 集 戦 略 の 新 た な 展 開 

～ 日 米 の 先 進 事 例 に 学 ぶ 卒 業 生 に 支 持 さ れ る 大 学 創 り ～ 

内 容：慶 應 大 学 、イ エ ー ル 大 学 か ら ゲ ス ト ス ピ ー カ ー を 迎 え 、日 米 の 寄 附 募 集 

戦 略 に つ い て 後 援 会 を 開 催 し ま す 。 

【 第 ２ 回 】 

日 時 ： 平 成 ２ １ 年 ３ 月 ２ 日 (月 )１ ４ ： ０ ０ ～ １ ７ ： ０ ５ 

会 場 ： 山 形 大 学 小 白 川 キ ャ ン パ ス 事 務 局 第 １ 会 議 室 

講 演 会 タ イ ト ル ： 学 生 ・ 教 員 ・ 職 員 協 働 の 大 学 創 り を 目 指 し て 

内 容：エ ン ロ ー ル メ ン ト・マ ネ ジ メ ン ト を 最 初 に 米 国 で 提 唱 し た ジ ョ ン・マ グ 

ワ イ ヤ 博 士 を ゲ ス ト ス ピ ー カ ー に 迎 え 講 演 会 を 開 催 し ま す 。 

２．文部科学省「大学教育の国際化加速プログラム」とは 

我が国の高等教育の国際的通用性・共通性の向上を図るため、大学等の教職員 

を海外の教育研究機関等に派遣し、高等教育改革を一層促進させることを目的と 

しています。 

（お問い合わせ） 

山形大学企画部国際交流ユニット 小山 

電話：０２３－６２８－４９２７ 

E-mail：kmryug@jm.kj.yamagata-u.ac.jp







プ レ ス 発 表 資 料 

平成21年2月3日 
山 形 大 学 

留学生等による日本語発表会 

山形大学の外国人留学生等による日本語の発表会を開催します。 初級から上級の 

レベルまでそれぞれの学生が，これまでに学んだ日本語の成果を発表します。 

日 時：平成２１年２月１２日（木）９：３０～１６：１５ 

場 所：山形大学教養教育１号館 １２７番教室 

発表者：１８名 

（出身国：中国，韓国，アメリカ，エストニア，ラトビア） 

対 象：山形大学教職員・学生及び一般の方 

参加費：無料 

＊ 事 前 申 込 は 不 要 で ， 一 般 の 方 の来 場 を お 待 ち し て い ま す 。 

（お問い合わせ） 

国際センター 黒沢（くろさわ） 

電話：０２３（６２８）４９２８



山形大学国際センター 

日本語発表会のお知らせ 
国際センターでは、各国からの留学生が日本語や日本文化を学んでいます。 

日本語発表会では、これまでの学習の成果を生かし、母国の紹介や今後の研究計画・ 

課題を発表します。 

出入りは自由ですので、皆様、お気軽にご参加ください。 

日時：平成２１年２月１２日（木曜日） 

午前の部 ０９：３０～１２：０５ 

午後の部 １３：００～１６：１５ 

会場：山形大学小白川キャンパス 

教養教育１号館１２７室 

山形大学国際センター 

ＴＥＬ：０２３－６２８－４１１９ 

Ｅ－ｍａｉｌ：ｋｍｒｙｕｇ＠ｊｍ. ｋｊ.ｙａｍａｇａｔａ－ｕ.ａｃ.ｊｐ



プ レ ス 発 表 資 料 

平成21年2月3日 
山 形 大 学 

平成２０年度県民と外国人留学生との交流会 

山形県内には、平成２０年１０月１日現在で、２３７名の留学生が在学していま 

す。山形大学を会場として、県内高等教育機関に在学中の外国人留学生等と関係機 

関の教職員・学生、外国人留学生支援団体による交流会を開催します。 

１．日時：平成２１年２月６日（金）１６時３０分～１８時 

２．会場：山形大学厚生会館 1 階食堂（小白川キャンパス内） 

３．目的：山形県民と県内高等教育機関在学中の外国人留学生とが交流を図る 

ことにより，相互の理解を深め，地域社会における国際交流の推進を 

図る。 

４．参加者：山形県留学生交流推進協議会会員，同運営委員会委員， 

外国人留学生支援団体，県内高等教育機関在学中の外国人留学生， 

チューター，外国人研究者，県内高等教育機関関係職員 

５．主催：山形県留学生交流推進協議会，大学コンソーシアムやまがた 

（お問い合わせ） 

企画部国際交流ユニット 

山口（やまぐち） 

電話：０２３（６２８）４１１８



プ レ ス 発 表 資 料 

平成21年2月 3日 
山 形 大 学 

産学官連携セミナーの開催について 

日本全体が混迷を深める現在、 大学には地域の知の拠点として将来を拓く知的創 

造が今まで以上に求められています。 

本セミナーは、研究者がその研究活動をさらに拡大させ、その成果をしっかりと 

した知的資源として形作っていくための各種手法について、 第一線の専門家を招い 

て理解を深めることを目的としています。 

１．セミナーの概要 

テ ー マ ： 「研 究 者 の た め の 研 究 資 金 調 達 か ら 知的 創 出 ま で 」 

主 催 ： 山形 大 学 ・ 大 学 コ ン ソ ー シ ア ム や ま がた 

日 時 ： 平成 ２ １ 年 ２ 月 ５ 日 (木 )１ ３ ： ０ ０ ～１ ６ ： ４ ５ 

会 場 ： ホテ ル メ ト ロ ポ リ タ ン 山 形 ４ Ｆ 「 霞城 の 間 」 （ 山 形 市 香 澄 町 ） 

サ テ ラ イ ト会 場 ： 

庄 内 地 区 ：い ろ り 火 の 里 文 化 館 な の 花 ホ ー ル 

最 上 地 区 ：ニ ュ ー グ ラ ン ド ホ テ ル 新 庄 

置 賜 地 区 ：伝 国 の 杜 

※ 注 ： サ テラ イ ト 会 場 は 映 像 配 信 に な り ま す 。 

内 容 ： 詳細 に つ い て は 、 別 紙 パ ン フ レ ッ ト を参 照 願 い ま す 。 

申 込 ： １月 ３ ０ 日 ま で と し て お り ま す が 、 当日 の 参 加 も 受 け 付 け ま す 。 

２．その他 

本セミナーは、平成２０年度文部科学省戦略的大学連携支援事業及び産学官連 

携戦略展開事業の一環として開催するものであります。 

（お問い合わせ） 

山形大学 大学連携推進室 

電話：０２３－６２８－４８０４ 

E-mail：dairen@jm.kj.yamagata-u.ac.jp







プレス発表資料

平成21年 2月 3日
山 形 大 学

山形大学理学部と山形工業高等学校が

高大連携事業に関する協定を締結

） ）山形大学理学部(学部長 櫻井敬久 と山形県立山形工業高等学校(校長 早坂 満

は、連携と協力を推進することにより相互の発展を図ることに合意し、高大連携事

業に関する包括連携協定を締結しました。

山形大学理学部と山形県立山形工業高等学校は、高校３年間と大学４年間の一貫した

理科教育の促進を図り、本県産業を担う人材育成を推進するため、高大連携事業に関す

る協定を締結しました。山形大学理学部が高等学校と包括連携協定を締結するのは、今

回が初めてで、山形工業高等学校は東北芸術工科大学、山形県立産業技術短期大学校に

続く３大学目となります。

この調停式が、平成２１年１月２９日（木）に山形大学理学部において行われ、関係

者列席のもと、櫻井敬久理学部長と早坂 満校長が協定書に調印しました。

本協定の発効は平成２１年２月１日で、今後、次のような内容の連携を進めていきま

す。

（１）大学教員による理科教育科目及び「科学技術」での特別講義の実施

（２）高校教員の指導力向上への支援

（３）大学の学生の高校での教育実習や模擬授業の受け入れ

（４）教育実習時の高校教員による実習生への指導

（５）高校から大学への継続教育内容及び方法の研究

（６）大学祭、山工祭、課外活動における交流活動の実施

（７）その他、この協定の目的を達成するための活動

お問合せ先）（

山形大学理学部事務ユニット 三宅 和広
電話：０２３（６２８）４５０２



山形大学理学部と山形県立山形工業高等学校との 

高大連携事業に関する協定書 

山形大学理学部（以下「大学」という。）と山形県立山形工業高等学校（以下「高校」 

という。）は、高校３年間と大学４年間の一貫した理科教育の促進を図り、本県産業を担 

う人材育成を推進するため、次のとおり協定を締結する。 

（連携事業） 

第１条 大学と高校は、次に掲げる事項について連携するものとする。 

（１）大学教員による理科教育科目及び「科学技術」での特別講義の実施 

（２）高校教員の指導力向上への支援 

（３）大学の学生の高校での教育実習や模擬授業の受け入れ 

（４）教育実習時の高校教員による実習生への指導 

（５）高校から大学への継続教育内容及び方法の研究 

（６）大学祭、山工祭、課外活動における交流活動の実施 

（７）その他、この協定の目的を達成するための活動 

（発効） 

第２条 本協定は、平成２１年２月１日をもって発効する。 

（継続及び中止） 

第３条 大学または高校のいずれかが中止を申し出ない限り、この協定は継続するものと 

する。大学または高校のいずれかが中止を申し出た場合は、この協定は中止するものと 

する。 

（その他） 

第４条 本協定に定めのない事項及び本協定に関して疑義が生じた事項については、大学 

と高校が協議の上、決定する。 

本協定の締結を証するため、大学・高校双方が署名捺印の上各１通を保有する。 

平成 ２１ 年 １ 月 ２９ 日 

国立大学法人山形大学 山形県立山形工業高等学校長 

理学部長



プレス通知資料 （概 要） 

平成２ １年 ２月 ３日 
山 形 大 学 

１．平成２１年度山形大学個別学力検査等の取材について 

（概要） 

平成２１年度山形大学個別学力検査等の取材について、別添のとおりとさせていただきま 

すので、取材に当たっては十分ご留意くださいますようお願いいたします。 

問い合わせ ：入試ユニット 今野 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４１４１ 

※〔詳しくは、別添の資料をご覧ください〕 

２．工学部と東根市内企業・東根工業高校との意見交換会の開催について 

（概要） 

東根市内企業が求める人材を育成・輩出する有効な教育プログラム構築の参考とするため、 

市内企業のトップから、会社概要と今後の経営戦略、企業が求める人材像について説明をい 

ただき、山形大学工学部・東根工業高校から高大連携も視野に入れ、教育現場における人材 

教育の現況報告を行い、その後、意見交換を行います。 

日 時：平成２１年２月１０日（火）１４：００～１７：００ 

会 場：さくらんぼ東根温泉「よし田川別館」 

参加者：・東根市内企業４社のトップを予定 

・山形大学工学部 

・県立東根工業高等学校（校長、進路指導主事、２学年生徒） 

・東根市（副市長、経済部長、商工観光課長、商工労政係、市役所若手職員） 

問い合わせ ：工学部研究支援室 滝口・池野 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３００４



３．農学部と鶴岡工業高等専門学校との学術交流に関する協定締結について 

（概要） 

山形大学農学部と鶴岡工業高等専門学校とは、これまでの連携協力関係をさらに強化し、 

研究及び教育の分野における相互協力を円滑かつ効果的に実施することを目的として、多様 

な分野で包括的に連携・協力をしていくことに合意し協定を締結しました。 

協定締結：平成２１年１月２９日（木） 

問い合わせ ：農学部企画広報室長 菅原幹夫 

（ＴＥＬ）０２３５－２８－２８０３ 

※〔詳しくは、別添の資料をご覧ください〕 

４．附属特別支援学校「ハートバザー」の開催について 

（概要） 

今年初めて取り組んだ山形大学でのバザーの成功。さらに、公開研での取り組みのまとめ 

として、チラシ作り、チラシ配り（生徒達が２週間かけて学校近辺に1000 枚近く配りまし 

た）・のぼり作成など、製品を販売するための準備も含めて毎日取り組んできました。 

小学部・中学部・高等部とも「おうちの方が見に来てくれる」「地域の人が来てくれる」 

など、多くの人との「つながり」を実感してほしいと思います。 

そして、自分だけでなく多くの人の中で自分が存在している自己存在感、多くの人の前で 

できた自己実現の感動を全ての子ども達に感じてほしいと思います。 

日 時：平成２１年２月２４日(火) １０：００～１４：００ 

会 場：ジャスコ山形南店「トイザラス前」（山形市若宮） 

問い合わせ ：附属特別支援学校（小白川事務部附属学校事務ユニット） 

（ＴＥＬ）０２３－６３１－０９１８ 

※〔詳しくは、別添の資料をご覧ください〕



プレス通知資料

平成 年２月３日21
山 形 大 学

平成２１年度山形大学個別学力検査等の取材について

平成２１年度山形大学個別学力検査等の取材について，別紙「平成２１年度個別学力検査
等取材要領」のとおりとしますので，取材に当たっては十分御留意くださるようお願いしま
す。

◎ 集合時刻・場所
前期日程
人文学部：２月２５日（水） ９時３０分 教養教育１号館西口
地域教育文化学部：

２月２５日（水） ９時００分 地域教育文化学部１号館北口
理 学 部：２月２５日（水） ９時００分 理学部１号館入口
医 学 部：２月２５日（水） ９時３０分 医学部基礎棟玄関
工 学 部：２月２５日（水） ９時３０分 工学部学生サポートセンター
農 学 部：２月２５日（水）１３時００分 農学部１号館入口
後期日程
人文学部：３月１２日（木） ９時３０分 人文学部１号館正面玄関
地域教育文化学部：

３月１２日（木） ９時００分 教養教育１号館西口
医 学 部：３月１２日（木） ９時００分 医学部基礎棟玄関

◎ 試験当日，小白川キャンパスに車輌で入構する場合は，本部事務棟前の外来駐車場に駐
車願います。
なお，次の時間帯は，正門から車輌の入・出構はできませんので，入・出構の経路につ
いては，別紙を参照願います。

8 00 10 00 11 30 13 30【前 期 日 程】 ２月２５日（水） ： ～ ： ， ： ～ ：
14 30 16 00： ～ ：
8 30 10 00 10 30 12 00【後 期 日 程】 ３月１２日（木） ： ～ ： ， ： ～ ：

（お問い合わせ）

入試ユニット 今野

電話：０２３（６２８）４１４１



平成２１年度個別学力検査等取材要領

山 形 大 学

１ 個別学力検査等の取材については，下記期日までに試験場責任者（各学部長）

の了承を得てください。

なお，その後の申出については受けられないことがありますので，ご注意くだ

さい。

【申出期限】

前期日程は２月２０日（金 ，後期日程は３月１０日（火）とします。）

【連 絡 先】

人 文 学 部

入学試験チーム ( )023(628)4141地域 教育 文化学 部 直通�

理 学 部

医 学 部 入試担当 ( )023(628)5049� 直通

工 学 部 入試担当 ( )0238(26)3013� 直通

農 学 部 学務担当 ( )0235(28)2808� 直通

２ 試験室内の撮影取材は，前期日程は２月２５日（水 ，後期日程は３月１２日）

（木）とし，試験場責任者の指定する職員の立会いのもとで行ってください。

(1) 撮影は，試験場責任者が指定した試験室でのみ許可します。

(2) 撮影時間は，試験開始前の次の時間内（１０分以内）とします。

① 前期日程：２月２５日（水）

人 文 学 部 ９：４０～ ９：５０

地域教育文化学部 ９：１０～ ９：２０

理 学 部 ９：１０～ ９：２０

医 学 部 ９：４０～ ９：５０

工 学 部 ９：４０～ ９：５０

農 学 部 １３：１０～１３：２０

② 後期日程：３月１２日（木）

人 文 学 部 ９：４０～ ９：５０

地域教育文化学部 ９：１０～ ９：２０

医 学 部 ９：１０～ ９：２０

(3) 受験者に動揺を与えないよう注意してください。

(4) 受験者が特定できるような撮影は，禁止します。

３ 取材者は，必ず各社の腕章を着用してください。

４ 身体に障害のある受験者の取材については，あらかじめ本人の了解を得る必要

があるので，試験場責任者の指示に従ってください。

５ 不測の事態発生時の取材について

不測の事態が発生して試験が中止された場合等においても，必ず試験場責任者

の指定する職員の指示に従ってください。

６ 個別学力検査等の実施に関しての不明な点については，入試ユニットに問い合

わせてください。( ( )023(628)4141)� 直通
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山形大学農学部と鶴岡工業高等専門学校との

学術交流に関する協定の概要について

平成 2 1 年 1 月 2 9 日
山 形 大 学 農 学 部
鶴岡工業高等専門学校

【協定の概要】

山形大学農学部と鶴岡工業高等専門学校とは、これま○趣 旨

での連携協力関係をさらに強化し、研究及び教育の分

野における相互協力を円滑かつ効果的に実施すること

を目的として、多様な分野で包括的に連携・協力をし

ていくことに合意する。

（１）情報交換○連携項目

（２）研究協力，共同研究

（３）研究設備の相互利用

（４）シンポジウム等の開催

（５）その他研究及び教育に寄与する活動

農学部と鶴岡高専は、連携・協力の円滑な推進を図る○連絡調整窓口

ため、双方に連絡調整窓口を設け、必要な協議を行う

こととしている。

連絡調整窓口は、農学部では企画広報室とし鶴岡高専

では企画室、とすることとした。

本協定に基づき、今後下記の事業を実施することとし○今後の連携事業

た。

１ 農学部・鶴岡高専連携推進プロジェクトの実施

２ 農学部・鶴岡高専ジョイント市民講座の開催

３ 共同研究プロジェクトの推進



山形大学農学部と鶴岡工業高等専門学校との 

学術交流に関する協定書 

山形大学農学部（以下「甲」という。）と鶴岡工業高等専門学校（以下 

「乙」という。）は，学術交流において広く協力することにより，相互の 

研究及び教育の推進を図るため，次のとおり協定を締結する。 

（目的） 

第１条 本協定は，甲及び乙が研究及び教育の分野における相互協力を 

円滑かつ効果的に実施するため，必要な基本的事項を定めるものであ 

る。 

（協力の確保） 

第２条 甲及び乙は，両組織間における研究及び教育の分野における相 

互協力の重要性を認識し，相互に密接な協力を確保するものとする。 

（協力の実施） 

第３条 甲及び乙は，次に掲げる相互協力を実施するものとする。 

(1) 情報交換 

(2) 研究協力，共同研究 

(3) 研究設備の相互利用 

(4) シンポジウム等の開催 

(5) その他研究及び教育に寄与する活動 

（費用負担） 

第４条 前条各号に掲げる相互協力の実施に際しての費用負担について 

は，事前に甲乙が協議するものとする。 

（守秘義務） 

第５条 甲及び乙は，本協定に基づく活動において，相手方より知り得 

た秘密事項について，本協定の有効期間中及び有効期間終了後を問わ 

ず，その一切について守秘義務を負うものとする。ただし，事前に相 

手方の承諾を得た場合は，この限りではない。 

（期間） 

第６条 本協定の有効期間は，締結日から平成２１年３月３１日までと 

する。ただし，期間満了の３ヶ月前までにいずれかの当事者からも特 

段の意思表示がない場合には，同一の条件で１年間延長されるものと 

し，その後も同様とする。



（協議） 

第７条 本協定に定めのない事項については，甲乙協議の上決定するも 

のとする。 

本協定締結の証として本協定書を２通を作成し，それぞれ署名の上各 

自１通を保有する。 

平成２１年 １ 月２９日 

甲 鶴岡市若葉町１－２３ 

山 形 大 学 農 学 部 長 

乙 鶴岡市井岡字沢田１０４ 

鶴岡工業高等専門学校長






